
 

平成２５年度事業報告 

 
Ⅰ 始めに 
（事業環境の動向） 
平成２５年度は、その前年に打ち出された「アベノミクス」による円安・株高効果

や平成２６年４月からの消費税増税に先立つ需要前倒し効果等により、国内自動車販

売が好調に推移した。これにより、年間のＶＩＣＳ車載機出荷台数は過去最大の４５

０万台を超える水準となり、累計出荷台数も４千万台を突破し、メモリアルな年と

なった。 
一方で、情報提供事業を効率的且つ安定的に運営するために必要となる財源確保の

重要性が強く意識されるようになった。 
 

（ＩＴＳ世界会議東京２０１３から２０２０オリンピックへ） 
９年ぶりに日本での開催となったＩＴＳ世界会議が、６９カ国２万１千人の参加者

を得て１０月１４日～１８日に東京ビッグサイト他で開催され、プローブ情報などの

ビッグデータの活用、交通事故ゼロ/渋滞ゼロを目指す自動運転技術の実施への議論も

深まった。その直前の９月には、２０２０年オリンピック/パラリンピックが東京で開

催されることが決定し、次世代ＶＩＣＳさらにはその後の新たな情報提供サービスの

実現など、ＶＩＣＳセンターの中長期の事業計画への期待が高まった。 
 
Ⅱ 平成２５年度事業報告 
 
１ 総論 
前項の事業環境の動向等を踏まえ、平成２５年度は、一般財団法人への移行、京橋

センターの設備更新、次世代ＶＩＣS の実用化などの活動を重点的に推進した。 
（一般財団法人への移行） 
前年より準備を進めてきた一般財団法人への移行を、予定通り４月１日に実施し、

定款・事務局規程の見直し、新会計基準への移行などへ遺漏なく対応するとともに、

中期的な視野に立った組織体制への移行を完了した。 
新法人への移行を期に、ステークホルダーに対する情報開示の拡大、リレーション

シップ強化のために「事業報告会」を初めて開催した。また、財務基盤の強化の一環

として、情報提供事業を効率的且つ安定的に運営するために必要となる財源確保のた

めに、「情報提供サービス継続引当資産」を新設し、今年度より積み立てを開始した。

さらに、外部委託契約については費用妥当性を評価することをルール化し、コスト削

減を推進する体制を強化した。 
 

（京橋センター設備更新） 
前年より進めてきた京橋センター設備の更新工事が７月に竣工し、運用を開始した。



 

これに合わせてマルチモニタの更新を実施し、管理規程等も見直し、監視体制の強化

をも実現した。 
 

（次世代ＶＩＣＳ実用化） 
かねてより研究・開発を進めてきた「次世代ＶＩＣＳ」実用化の時期を平成２７年

４月と定め、その基盤となる「新ＳＩ対応車載機向けの仕様書」、「共通ネットワーク

仕様書」の改版・追加等、新たな技術開示資料を制定した。また、ＦＭ多重放送の情

報伝送容量拡大を実現するためＮＨＫと調整を図り、新ＳＩ利用について年度内に合

意を得るに至った。これらにより、平成２７年４月より新サービスとして提供を開始

することを機関決定した。 
これに関連して、新サービス提供を確実に実現するために横断的プロジェクト・

チーム「新ＳＩ実用化プロジェクト」を設置し、課題の早期発見・対策を実現するた

めの「見える化」を徹底した。 
また、９年ぶりに日本での開催となったＩＴＳ世界会議を国内および海外のＩＴＳ

関係者等に「次世代ＶＩＣＳ」実用化への取り組みを知らせる絶好の機会と捉え、論

文発表、ショーケース、展示などの場を活用して情報発信・来場者対応を実施し、理

解を広めることができた。 
 

（その他） 
電波法に基づくＦＭ多重放送の５年毎の一斉再免許の申請を進め、併せて業務手順

書等の整備を完了し、予定通り全国５１８カ所の放送局の再免許の交付を得た。 
当財団が技術開示を行っている電波・光ビーコンの後継機種に対する普及促進策と

して、電波ビーコン 5.8GHz 帯のモニターキャンペーン、高度化光ビーコン対応の車

載機開発支援、電波ビーコン 2.4GHz 帯の情報提供停止（８年後）の広報支援、を実

施した。 
 
２ 事業遂行状況 
 次世代ＶＩＣＳの事業化が決定されたことに伴い、次世代ＶＩＣＳのコンテンツ整

備等の業務を、調査研究事業からＶＩＣＳ対応車載機向けの情報提供事業に移行させ

る予算整理を行ったため、以下では再編後の構成で記載する。 
（１）道路交通情報の収集、編集及び提供事業 
①現行ＶＩＣＳ対応車載機向けの情報提供 
ⅰ）安定かつ継続した道路交通情報提供サービスの確保 
・前年度から着手していた京橋センターの更新工事が７月に竣工し運用を開始した。

これに合わせてマルチモニタの更新を実施し、管理規程等も見直し、監視体制の強

化をも実現した。 
・運用開始後６年を経過する第２システムセンターについては、立地、運用、システ

ム形態に関する更新方針の検討を完了し、平成２８年度の稼働開始に目処付けする

ことができた。 



 

・電波法に基づくＦＭ多重放送の５年毎の一斉再免許の申請を計画通り進め、併せて

業務手順書の整備を完了し、予定通り全国５１８カ所の放送局の再免許の交付を得

た。 
・前年度策定した情報提供に関するサービスレベルの向上方策に基づいて、衛星バッ

クアップシステムの整備を進め、９局の放送所設備の設置工事を計画通り完了した。 
 
ⅱ）提供情報の内容充実と精度向上 
・交通管理者、道路管理者等情報源との定期連絡会を、管制システムメーカーや地方

整備局にも拡大し、情報提供改善活動を推進した。 
・竣工した京橋センターの新システムを活用した各種分析ツールの整備に加え、セン

ターが受信しているデータを一括して分析できるＢＩツールも導入し、運用を開始

した。 
・ＦＭ多重放送の難受信エリア推定シミュレーションソフトに改良を加え、その精

度・機能の向上を図り、災害時における有効な対策を検討する基盤を整備した。 
・提供情報の品質維持策として、光ビーコンアップリンクデータを生成する車載機の

開発を完了し、情報源の情報収集機能の維持・向上に向けた方策を共同で実施する

体制を整えた。 
・高度化光ビーコン対応の車載機開発については、ＵＴＭＳ協会と連携して機能向上、

コスト縮減の具体的方策を検討し、車載機の更なる普及による渋滞情報収集機能の

向上を進める基盤技術に目処をつけた。 
・臨時駐車場情報提供システムは、次世代サービスのイベント駐車場情報に発展的に

統合させることとし、その情報は日本道路交通情報センター経由で受信する方向で

検討することとした。 
・災害時等の有事における臨時災害局設備の実運用の強化に向け、車載機に手動又は

シークでのチューニング機能を保持しているかの実態調査を実施した。これに基づ

いて一部メーカーの車載機改修の進め方、更にはコミュニティＦＭ放送局等と連携

した運営要領の検討に着手した。 
・ユーザーから直接ニーズ、意見を吸い上げる仕組みとしてサポーター制度の再構築

を完了し、次年度より運用を開始していくこととした。 
・前年度から試行中のＦＭ多重放送旧符号方式による渋滞情報提供サービスの停止に

関する窓口業務の委託に加え、９月よりナビダイヤルによるＶＩＣＳサービス関連

の問合せ業務の外部委託を完了した。併せて、３月末より 2.4GHz 電波ビーコンの

停波の一次窓口業務も外部委託した。 
 
②次世代ＶＩＣＳ対応車載機に向けた情報提供 
・ＦＭ多重放送のＶＩＣＳ情報伝送容量拡大のために、ＮＨＫとの賃借契約の改定交

渉、車載機仕様の改定のためのメーカーとの協議など関係機関との所要の調整等を

進めた。１１月には技術開示先に対して「新ＳＩ対応車載機技術仕様書」を開示し、

３月には「共通ネットワーク仕様書」の改定と追補版を作成し、関係者への配布を



 

完了し、平成２７年４月に伝送容量拡大等の新サービスを立ち上げる目処をつける

ことができた。 
・ＦＭ多重放送の難受信対策として、災害時等にテレマティクス機能を活用する方策

について検討を進め、ＩＴＳ世界会議にて論文発表をした。 
・ＦＭ多重放送の新ＳＩ対応スクランブルＬＳＩは、サンプル評価を完了し、技術仕

様書を発行し、実用化の目途を付けた。 
・次世代ＶＩＣＳにおけるプローブ情報の活用方法について、関係機関との協議を進

め、情報を流す経路、加工・編集の役割分担などについて議論を整理した。これと

並行して、東京都区部等でのタクシープローブ情報の継続的・安定的な入手体制構

築に向けた関係機関との協議を進めた。 
・次世代ＶＩＣＳで提供する災害情報、異常気象情報等のコンテンツの入手体制の整

備、システム開発を進め、平成２７年４月より集中豪雨情報として 50mm/h を越え

る雨量の地域を表示する情報を提供する目処をつけることができた。 
 
③事業者向け情報提供 
・事業者向け情報提供においてで予てよりの課題であった災害時のバックアップ機能

の強化策について、委託者である日本道路交通情報センターと協議して第 2 システ

ムセンター内にバックアップシステムの構築を完了し、今後、事業者ごとに順次実

運用に切り替えていく準備が整った。 
・スマートフォンの利活用などによる情報提供事業など、二次事業者が行う新たな携

帯端末による道路交通情報提供事業の動向調査を前年度に引き続き実施した。 
 
（２）広報・普及促進事業 
・ＶＩＣＳシステムの普及促進活動に関し、事業推進部、総務部、サービス運用部に

分かれて実施してきた体制を見直し、プレゼンテーションからイベントまで一気通

貫の普及促進策を展開できるよう事業推進部に統合再編し、広報ツール、コンテン

ツの見直しを実施した。 
・技術開示を行っている電波・光ビーコンの後継機種に対する普及促進策として、電

波ビーコン 5.8GHz 帯のモニターキャンペーンを実施し、併せて電波ビーコン

2.4GHz 帯の８年後の情報提供停止の広報支援を実施した。 
・１０月より連続的に開催されたＣＥＡＴＥＣ、ＩＴＳ世界会議、東京及び地方モー

ターショーに出展し、次世代ＶＩＣＳ実用化に向けた取り組みを、事業者、ＩＴＳ

専門家、ユーザー等に訴求展開した。 
・地域イベントや関連施設への貸出用のシミュレーターを改良し、新たな貸出要請に

も対応できる体制を整えた。 
・関係企業・団体とのホームページの相互リンクの拡大を進め、今年度はＮＥＸＣＯ、

車載機メーカーなど１３社・団体と新たに相互リンクを構築し、これによりホーム

ページアクセス数を増やすことができた。 
・新法人への移行を機に、「年次報告」の改定・配布、「事業報告会」の開催など賛助



 

会員向けのサービス/情報公開の拡充を進め、賛助会員を４社増やすことができた。 
 
（３）調査・研究事業 
①次世代ＶＩＣＳ研究開発の継続 
・前年度に引き続き、次世代ＶＩＣＳシステムの情報提供に用いる新たなリンクの構

築に向けた検討を関係各団体との連携のもとに推進した。 
・次世代ＶＩＣＳシステムの社会経済効果の寄与について、前年度より継続して交通

流シミュレーションにもとづき研究を進め、その成果を理事会及び高度化研究委員

会及で報告した。 
・ＩＴＳ世界会議において、次世代ＶＩＣＳシステムの実用化に向けた研究開発成果

を論文にまとめ１０編発表し、また次世代ＶＩＣＳについて議論するために２件の

スペシャルインタレストセッションを企画・運営した。 
 
②中長期的課題に対する取り組み 
・将来の放送と通信の融合についても視野に入れた新たな通信メディアに関する調査

研究を進め、ＩＴＳ世界会議にて論文発表をした。 
・インフラ協調システムの実用化に向けた社外の動向を継続的に調査し、センターが

期待される役割等について、内部での検討を進めた。 
・今後急増すると予想される高齢者への対策として、運転挙動、情報認識の観点から

高齢ドライバーの特質を抽出するとともに、情報サービスのあり方に関する研究を

進め、高度化研究委員会で報告した。 
・交通情報の精度向上方策としてプローブ情報の利活用を通じた道路交通情報の品質

確保に関する研究を推進した。 
 
（４）知的財産権等の維持・管理 
・平成２７年度中にＶＩＣＳ－ＬＳＩに関する特許期限が到来するため、ＦＭ多重放

送を含む多様なメディア活用をも視野に入れた新たな特許を申請した。 
・新ＳＩ導入を機にこれに関する技術開示資料の整備を行い、車載機メーカー等が遅

滞なく新ＳＩ対応車載機の開発が行えるよう技術開示を実施した。 
・新たな知的財産権等の確保、管理の強化を進め、次世代ＶＩＣＳコンテンツ提供お

よび新たなメディア関係で、２件の特許申請を完了した。 
 
（５）国内外関係機関・団体との交流及び標準化の推進 
・１０月に開催されたＩＴＳ世界会議を、国内および海外のＩＴＳ関係者等に「次世

代ＶＩＣＳ」を知らせる絶好の機会と捉え、総力を挙げて、情報発信・来場者対応

を実施した。前年比６倍規模の展示、ショーケース/テクニカルビジットの企画・運

営、１０編の論文発表、２件のスペシャルインタレストセッションの企画・運営を

通して、次世代ＶＩＣＳを紹介した。 
・新法人への移行を機に、賛助会員企業・団体を始めとしたステークホルダーに対す



 

る情報開示の拡大、リレーションシップの強化を目的に、「事業報告会」を初めて開

催した。前年度から始めた「年次報告」の編纂・配布と併せて、事業報告会を次年

度以降も継続していくこととした。 
 
（６）業務管理その他目的達成のための事業 
・定款・事務局規程の見直し、新会計基準への移行等、新法人移行作業は、遺漏なく

完了させた。また新法人への移行に伴い、中期的な視野に立った組織体制への移行

を完了し、併せて次世代ＶＩＣＳ実用化に向けた期間限定のプロジェクト・チーム

体制を導入し、効率的に組織運営を進めた。 
・情報提供事業を効率的且つ安定的に運営するために必要となる財源確保のために、

「情報提供サービス継続引当資産」を新設し、今年度より積み立てを開始した。 
・外部委託契約については費用妥当性を評価することをルール化し、コスト削減を推

進する体制を強化した。 



 

Ⅲ 事業計画遂行のための会議の開催 

 
（１）理事会 

① 平成２５年 ５月２２日 平成２５年度第１回理事会 
第１号議案 平成２４年度事業報告(案)並びに平成２４年度収支計算書（案）

及び平成２４年度財務諸表(案)承認の件 
第２号議案 評議員選定委員会設置規程制定につき承認の件 
第３号議案 評議員選定委員会委員選任の件 
第４号議案 評議員候補者の推薦につき承認の件 
第５号議案 会計監査人に対する報酬につき承認の件 
第６号議案 事務局規程一部改正につき承認の件 
第７号議案 事務局組織の改編並びに組織規程改正につき承認の件 
第８号議案 会計処理規程一部改正につき承認の件 
第９号議案 平成２５年度定時評議員会招集の件 
以上の審議が行われ、いずれも原案通り承認された。 
 

② 平成２５年１１月 ６日 平成２５年度第２回理事会 
第１号議案 ＦＭ多重放送における新ＳＩ導入につき承認の件 
第２号議案 新ＳＩ対応車載機開発のための技術開示につき承認の件 
以上の審議が行われ、いずれも原案通り承認された。 

 
③ 平成２６年 ３月１１日 平成２５年度第３回理事会 

第１号議案 平成２５年度補正収支予算書（案）承認の件 
第２号議案 情報提供サービス継続引当資産創設につき承認の件 
第３号議案 平成２６年度事業計画(案)及び収支予算書（案）承認の件 
第４号議案 新ＳＩ対応車載機への提供コンテンツ（案）につき承認の件 
第５号議案 事務局組織の改編並びに組織規程改正につき承認の件 
以上の審議が行われ、いずれも原案通り承認された。 

 

（２）評議員会 
  ① 平成２５年 ５月２２日 平成２５年度定時評議員会 

第１号議案 平成２４年度財務諸表(案)承認の件 
第２号議案 役員報酬規程の一部改正等につき承認の件 
第３号議案 役員退職手当支給規程の一部改正等につき承認の件 
以上の審議が行われ、いずれも原案通り承認された。 

 
  



 

 
（４）第Ⅴ期ＶＩＣＳ高度化研究委員会 

次世代ＶＩＣＳプロジェクトで検討・具現化した内容について、次工程の実証

実験に結び付けるための総意反映と合意形成を図る。 

① 平成２５年 ７月１８日 第Ⅴ期第４回（通算第２７回） 
② 平成２５年１２月２６日 第Ⅴ期第５回（通算第２８回） 
③ 平成２６年 ３月 ６日 第Ⅴ期第６回（通算第２９回） 
 

（５）事業懇談会 
  理事企業等との情報交換会。 
① 平成２５年 ５月１７日  平成２５年度第１回 
② 平成２５年 ９月１２日  平成２５年度第２回 
③ 平成２５年１０月２５日  平成２５年度第３回 
④ 平成２６年 ２月２８日  平成２５年度第４回 

 
（６）車載機連絡会 
  車載機メーカーとの情報交換会。 

① 平成２５年 ５月 ９日  平成２５年度第１回（通算第４４回） 
② 平成２５年 ９月 ４日  平成２５年度第２回（通算第４５回） 
③ 平成２５年１２月 ３日  平成２５年度第３回（通算第４６回） 
④ 平成２６年 ２月１３日  平成２５年度第４回（通算第４７回） 
 

 

以上 
 

 


